
中央放射線部   

《概要》 

（機器の更新について） 

平成 20 年度は、医療機器としては既存のシングルＣＴ装置に代わり最新の 64 列のマルチスラ

イスＣＴ導入を行いました。これに伴い心臓ＣＴの件数が増加しました。さらに、心臓・血管系

以外の部位については、2台のＣＴ装置のスペックがほぼ同程度となったため、より柔軟な運用

が行えるようになりました。 

また、感染症センターにおける撮影関連機器の充実を行いました。 

診断分野における残りの機器（一般撮影系・核医学検査装置・Ｘ線ＴＶ装置など）は継続課題

となりました。 

 

（フィルム・レスの実施） 

 平成 20 年は一部特殊な検査をのぞく全ての検査でフィルム・レス運用を開始致しました。高

精細モニタおよび検像システムを設置し、入院診療（7月から）・外来診療（10 月から）ともに

単純撮影系も含めたフィルム・レス運用に移行しました。しかし、超高精細モニタが必要な乳腺

撮影（MMG）や同時に表示する画像数の多い手術室での運用などでは、効率化優先ではなく医療

安全の観点からフィルム運用を残しています。 

 また、新たな取り組みとして紹介患者様が持参された画像データ（フィルム・CD-R）の院内

PACS への取込みを開始しましたが、持参された CD-R のなかには、DICOM 違反などで取り込めな

い CD-R も存在しており、今後の検討課題となりました。 

 

（乳腺撮影画像認定） 

平成 20 年度は、『マンモグラフィ検診施設画像認定』の更新年度にあたっていましたが、遅滞

なく認定資格の更新を達成できました。 

 

（次年度に向けて） 

継続課題とした装置に対し、更新にむけた努力を引き続き行うとともに、平成 20 年 6 月から

開始したフィルム・レス運用を主とした経費削減を積極的に行う。また、放射線部門には、安全

でミスの無い検査の遂行が求められますが、当院の性格上 24 時間必要な画像診断検査や IVR 治

療に迅速に対応できる体制の構築も必要と思われる。 

また、放射線技師としての技術面でのスキルアップを図るだけでなく、施設見学や院内活動・

社会活動などを通じてコミュニケーション能力を向上させる努力が必要である。その一環として

今年度同様、オープンカンファランスに積極的に取り組んでいく。 
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